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3・22 飼料米を活かす日本型循環畜産推進交流集会の報告 

 

超多収米普及連運営委員 若狭良治の総合司会で進行。 

超多収米普及連共同代表 石澤直士が「飼料用米を水田の本作として定着させて主食用米の生産調

整を有効に機能させるよう飼料用米が低経費で生産できる超多収穫米の作付けを広げましょう」と開

会挨拶。続いて熊谷伸一郎さんが「豊かな自然を活かした住みやすい八王子市をつくる市民の学校－

まなびつなぐひろば－が取組んでいる八王子労政会館の存続要請署名を呼びかける」連帯の挨拶をし

て基調講演に入った。 

 

基調講演Ⅰ「飼料用米の利用推進について」 

農水省生産局畜産部畜産振興課 草地整備推進室 岩波 道生 室長 

 

 水田の全面利用を推進していくうえで、需要が多い飼料用米を、需要の少ない麦・大豆に替えて最

重点品目として位置付けた。主食用米の安定生産を支える上でも飼料用米の生産拡大は重要な意義が

ある。また、ＷＣＳ用稲も夏場に乳牛の健康維持に貴重な飼料として飼料用米・米粉に続く安定した

需要がある。 

飼料用米の低経費生産推進の上でも多収穫の推進は大事だが昨年度での飼料用米の全国平均 10a当

収量は 480 ㎏で主食用米の 530 ㎏より少ないのが現状、その要因は、先ず飼料用米の生産助成基準が

面積当になっていたことと多収穫品種の量が不足していた事情があった。 

今年度は多収品種の数量は、不足していない。飼料用米の利用増大を促進するために先ず収穫量当

交付基準を導入して低経費生産を支援する。第二に飼料用米の保管・流通施設充実に向けた設備投資

への助成を重視する。飼料用米の潜在需要は 450 万 t あると想定できるので安定需要を確保できる耕

蓄が連携した需要のすり合わせ徹底が重要になる。 

また円安基調が続く見通しなので多収穫の徹底推進への助成を継続していく。 

その施策の継続が米育ち TOKYO X 豚や米育ち平牧三元豚、トキワ養鶏米育ち鶏卵、米育ちはりま

鶏肉等消費者に支持される米育ち畜産酪農品の普及拡大に貢献できると確信する。 

 

基調講演Ⅱ、「飼料用米生産・利用の抜本的変革に向けて」 

全国農業協同組合連合会 営農販売企画部 谷 清司 専任部長 

 

 全農では輸入飼料穀物価格の高騰対策として米を飼料用途に本格生産し、利用する場合の諸条件を

検討してきた。飼料用米の生産・利用の意義は水田の有効利用を図ることで、自給率の向上、環境保

全型農業の推進、農業の多面的機能の発揮に寄与することである。 

 また、直播、疎植などの低コスト栽培、飼料用米専用カントリエレベーターから飼料工場までのバ

ラ流通による流通コストの削減に取り組んできた。 

 2014 年産から新たな米政策が始まり、生産目標数量が減少する主食用米を水田フル活用による転作

でカバーすることとし、特に飼料用米の需要に期待がかかっている。 

 飼料用米を水田の本作に誘導して飼料用米を配合飼料主原料として使用することになると、飼料米

育ち畜産酪農品は特徴商品ではなくなってしまうことになる。 

 飼料用米を配合飼料主原料として使用するためには、飼料用米の生産・保管・流通のインフラ整備

など早急に対応が必要である。また、国産畜産物の消費がなくては新たなスキームは実現しない。 

 今後の取り組みとして、多収穫、栄養成分の改良などで飼料原料として価値の高い米の開発を行っ

ていく。また、無人ヘリから撮影した航空写真による栄養診断など新たな技術にも取り組んでいく。 
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基調講演Ⅲ、「飼料用米を給餌した TOKYOⅩ豚の品質向上に関して」 

TOKYOⅩ Association 植村 光一郎 会長 

 

 豚の生命力を活かす三元交配で開発された TOKYOⅩ豚をより健康に育てて品質と食味の向上を追

求するために、飼育仕上げの 2 ヶ月間、飼料用米の 15％給餌を 2013 年 1 月より開始した。 

その結果、筋繊維での脂肪交雑が 5％に増えて脂肪の質が改善され、一層すっきりとした旨味にな

った。官能テストでもその旨味は裏付けられている。その高品質と食味が評価され、大丸、三越、西

友、東急ストアや大多摩ハムが TOKYO X Association に加盟している。 

そして今年は多摩地域に 30ha あると報告されている遊休水田で栽培された飼料用米を TOKYO X

豚に給餌して多摩地域の環境保全と耕蓄連繋による農業振興にも貢献できればと念願するものである。 

 

事例紹介Ⅰ「飼料用米の多収穫を発酵堆肥多投で実践する耕蓄連携活動」 

（農事組合法人）山口瀬戸内グループ 三輪 和夫 組合長 

 

 飼料用米を 2010 年から 8 名の生産者が 25ha の水田で生産を開始。秋川牧園から無料で供給され

る鶏糞発酵堆肥をマニアスプレッダーで 1t/10a 散布して 10a 当収量は、籾米で 900 ㎏～1t を生産者

のほぼ 4 割が達成している。 

品質検査はフレコン（300kg）5 本に 1 本の割合で 1L のサンプルを採取して品質と異物混入の検査

を実施している。年 3 回行う現地視察会には行政、技術センター、全生産者が参加し、技術向上と参

加者の大きな励ましとなっている。 

今年度は、全員が北陸 193 号で 1t/10a を目指して生産方法の交流と研修を進めている。 

＊その障害として危惧されるのが昨年異常発生したベトナム、カンボジアからの秋ウンカで 2013 年

産は 2 割の収量減となった。 

 

事例紹介Ⅱ、「飼料用米育ち畜産物の普及拡大への取り組み」  

生活協同組合パルシステム福島 大川 幸子 理事 

 

 パルシステム生協組合員の飼料用米育ち畜産酪品の利用増大が提携生産者での飼料用米栽培面積を

広げて飼料用米増産の原動力となっている。2007 年～08 年では 16ha・68t の飼料用米で米鶏 3 千羽、

米豚 2800 豚で開始して 2013 年度では 234ha・18,880t の飼料用米総量で米鶏 95 万羽、米豚 5 万頭、

米牛 500 頭に大きく広がっている。 

その中でも特筆されるのはポークランドグループの活動、16 万頭の豚全部に飼料用米を肥育仕上げ

期間 50 日～75 日の間、10％を給餌して全農場で動物福祉飼育を実践し、牧場での使用薬剤は全国平

均の 2 割に削減しているポークランド・日本の米豚は大規模養豚での前例の無い取り組みとして注目

されている。 

 

＜総合討論＞東京農業大学 畜産マネジメント研究室 信岡 誠治 准教授 の司会で進行。 

 

※ウンカに強い飼料用米の品種改良を急ぎ進めて欲しい。（三輪組合長） 

※飼料用米の流通経費削減対策としてバラ輸送の普及に向けた 50％助成制度の活用を広く宣伝して

欲しい。（信岡座長） 

※収量当助成制度の基準値となる 10a収量の算出を収量増大の呼び水となるような方法で実行できる

ように追求して欲しい。（三輪組合長） 

※籾米での保管と流通を徹底普及させることが流通経費軽減に最も確実な効果が出る。 



                     3

（信岡座長） 

※飼料用米を使用する畜産家と飼料メーカーへの助成制度の確立及び横流し防止施策の確立と実行

を急ぎ進めて欲しい。米国産トウモロコシより高くならない価格形成の継続に資する施策こそ最上

である。（木徳神糧、木村友二郎さん） 

⇒岩波室長：有効・効率・公平の 3 条件を満たし、誰もが納得できる政策への改善と実行を追求して

いる。 

⇒大川理事：パルシステムが実践している生産現場での公開確認会は、生協と生産者が協議して実施

し、消費者も多数が参加する耕蓄消連携活動を推進する制度として有効に機能している。 

⇒岩波室長：備蓄米は、食用米 100 万 t を 5 年間で回転させるが 2014 年度計画では 

主食用米の生産調整比率が高まって前年より 26 万 t 低下する反動で加工用米・飼料用米・米粉用米等

が 24 万 t へと 6 万 t 増加している。 

⇒植村会長：米育ち TOKYOⅩ豚は年間 9、000 頭出荷を当面の目標とし、年間 2 万頭までは都内販

売に限定する。飼料用米 15％の給餌により枝肉 700/㎏で正肉は枝肉の 2．5 倍となり、鹿児島黒豚よ

り高く、ホルス牛肉の水準となるがＥＵのように動物福祉飼育を正当に評価頂き、完売できると考え

ている。 

⇒谷部長：飼料用米の増産から安定配合の焦点は 100 万 t でも安定的に流通できるインフラ整備の遂

行にある。飼料用米生産・利用への新規参入者は,未だ確信を持てない状況下に置かれていることが影

響して‘14 年度の飼料用米生産は 20 万 t に留まり、’12 年度での生産量には戻れないのではと推測さ

れている。 

⇒三輪組合長：中山間地で飼料用米を増産するうえで少子高齢化は大きな障害となる。 

日本食の素晴らしさは海外に旅行すると実感できるので水田機能を維持する上でも大事な役割を果た

せる飼料用米の増産に対応できる飼料用米育ち畜産品の消費拡大を多いに期待したい。 

⇒岩波室長：飼料用米は、需要が安定的な増加を見込める転作作物なので収量当助成の新制度を活用

して多収穫・低経費生産体系を確立し、助成制度なしでも飼料用米の安定生産が継続できるよう生産

者に期待している。同時に水田の多面的機能維持も重視して産業政策との両輪で収量当助成の新制度

を中長期戦略として推進していく。 

 

閉会挨拶 

「飼料用米を水田の本作として増産して主食用米の生産調整に確実に貢献できる有効性を戦略とし

て共有できた飼料米を活かす交流集会であった」ことを生活クラブ生協事業連合加藤好一会長が宣言

して終了。 


